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研究成果の概要（和文）：社会関係資本の構成要素－機能間の循環的相互作用メカニズムについて，相談ネット
ワークとその機能間および，学習ネットワークとその機能間の関係を統計的社会ネットワークモデルから分析し
た結果，(1) 主観的健康状態の異なる学生同士ほど，相談ネットワークを形成しやすく，(2) 人生満足度の低い
学生ほど，相談ネットワークを形成しやすく，(3) 周囲の他者による学習外圧の少ない学生ほど，勉強ネットワ
ークを形成しやすいことが観察された．

研究成果の概要（英文）：This study examined the relationships between Core Discusstion Network (CDN)
 and its functions, and between learning network and its functions, using a statistical model for 
social network to investigate the cyclical interaction mechanism between the components and 
functions of social capital. 
The results showed that (1) pairs of students with different subjective health status were more 
likely to form a CDN, (2) students with lower life satisfaction were more likely to form a CDN, and 
(3) students with less external pressure to study from others were more likely to form a learning 
network.

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は，社会関係資本（つながり）とその機能との間には，機能がネットワークの形成を促すという，一
方向の影響メカニズムを示した点である．とくに，本稿では，従来の知見（相談ネットワークが健康や満足度を
高める）とは逆の因果メカニズムである，本人や関係を取り結ぶ者同士の状態が相談相手を決めるという選好メ
カニズムが優勢である点が実証された．
社会的意義は，上記の(1)～(3)の成果を勘案すると，大学生における相談・学習ネットワークの形成には，他者
による介入ではなく，本人の合理的選択に任せる方が有効である可能性を示唆している．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年，豊かな社会を実現するための方途として，社会関係資本（人々のつながり）は，社会科

学や医学，都市計画などの学術領域で世界的に研究されているだけでなく，世界銀行や OECD，
内閣府をはじめ，開発やまちづくり，災害復興などの政策領域でも注目されている． 
ところが，先行研究では，社会関係資本の機能（正負のアウトカム）かその形成要因のいずれ

かしか，実証的に検討されていない．さらに，従来の社会関係資本論は，機能によって，社会関
係資本が形成・変化することを想定してこなかった．それにもかかわらず，現実の相互作用状況
では，一部の質的研究によって，双方向の影響過程（例えば，好循環・悪循環過程など）が指摘
されている． 
最近，縦断的な個票データの統計分析から，社会関係資本の機能に関する実証研究（因果効果

の知見）が蓄積されつつあるものの，もし社会関係資本の構成要素（つながりなど）と機能との
間の循環的な相互作用が多様な文脈において存在するのならば，操作変数法などの回帰モデル
では一方向の因果効果しか検証できず，双方向の因果効果を分析可能な同時方程式モデルであ
っても，その分析で扱える社会関係資本の変数はネットワークサイズなどのごく一部の指標に
限られるために，循環的相互作用のメカニズムの詳細を明らかにできない． 
 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえて，本研究では，集団を対象として，継続的な社会調査を実施し，そのパ

ネルデータを統計的社会ネットワークモデル（Snijders 2011）によって分析することで，社会関
係資本の構成要素－機能間の循環的相互作用メカニズムの解明をめざす． 
 
３．研究の方法 
(1) 分析モデル 
上記の目的を達成するための分析方法として，本研究では，統計的社会ネットワークモデルの

中でも，確率行為者指向モデル（Stochastic Actor-Oriented Models; 以下，SAOM と略記）を利用
する．SAOM とは，1 つの集団内部で生じる，メンバー間のネットワーク変動と行動（あるいは
意識）変容の共進化メカニズム（すなわち，循環的相互作用メカニズム）の詳細を解明できるモ
デルであり，社会ネットワーク分析と統計分析を融合させた手法である（Snijders et al. 2010）． 

 
(2) 調査の概要 
当初の計画では，社会関係資本や集団特性の異なる複数の集団を対象に調査を行う予定であ

ったものの，コロナ渦における集団活動の停止・不活性化によって，当初の調査対象集団に対す
る調査を行うことが困難になった．そこで，次善策として，大学の 1 学部（集団）内部の全学生
メンバーを調査する方法を採用した．調査対象者は，日本の東北地方に立地する１つの小規模大
学における社会科学系学部に 2022 年 4 月に入学した新入生全 109 名である．彼ら・彼女らを対
象に，学部内部の同級生全員との縦断的ネットワーク調査が，計 4 回，約 3 カ月おきに実施され
た．なお，この大学の立地県におけるコロナウィルスの感染者数は相対的に少なかったため，こ
の大学における 2022 年度の授業はマスク着用のもとで全て対面によって実施された．ゆえに，
コロナ渦とは言え，少なくとも，大学内部における学生間の相互作用の制約はほとんど小さかっ
た． 

 
(3) 分析に利用する変数 
本研究で着目する社会関係資本としての従属変数（行動・意識に関わる変数を従属変数とした

同時推定モデルでは，独立変数）は，同級生との相談ネットワークと同級生との学習ネットワー
クの 2 つである．その選定理由は，大学生が入学から卒業に至るまでの過程で，これらのネット
ワークが有益な役割を果たすことが実証されているからである（e.g., McCabe 2016)．その測定法
は，以下の通りである．まず，調査票では，『この調査では，あなたと A 学部の同級生とのお付
き合いについて，お聞きします』という文章が，対象者に提示された．それから，対象者は，同
級生全員の氏名が記された名簿に基づき，自分自身と各同級生との関係を一人ずつ選択肢形式
で回答した．相談ネットワークについては，対象者は，『あなたは，特定の期間 (以下で後述す
る) に，以下の方々に人間関係・学業・進路の悩みなどの個人的な相談をしたことや，相談され
たことが１回以上ありますか？』という質問文に対して，選択肢『1. 相談した＆相談された, 2. 
相談した, 3. 相談された, 4. いずれもない』から 1 つ選び，109 人分回答した．本研究は，これ
らの選択肢の数値について，相談した (選択肢の 1 と 2) を 1, それ以外を 0 へと 2 値変換され
たデータを利用する．学習ネットワークについては，対象者は，『あなたは，特定の期間 (以下
で後述する) に，以下の方々と，授業・資格・公務員試験などの勉強を教えたことや，教わった
ことが１回以上ありますか？』という質問文に対して，選択肢『1. 教えた＆教わった, 2. 教えた, 
3. 教わった, 4. いずれもない』から 1 つ選び，109 人分回答した．本研究は，これらの選択肢の
数値について，教わった (選択肢の 1 と 3) を 1, それ以外を 0 へと 2 値変換されたデータを利



用する．なお，第１回目調査の質問は『大学入学後から 5 月まで』，第２回目調査の質問は『6 月
から 8 月まで』，第３回目調査の質問は『秋学期の開始後（9 月）から 11 月まで』，第４回目調
査の質問は『12 月から 1 月まで』の各期間に，限定した． 
本研究で用いる行動・意識に関わる従属変数（社会関係資本を従属変数とした同時推定モデル

では，独立変数）は，以下の通りである．相談ネットワークの機能として想定される変数として，
各調査期間における，①主観的健康（1 項目），②孤独感，③人生への満足度，の 3 変数を利用
する．なお，②の尺度には，UCLA 孤独感尺度第 3 版（豊島・佐藤 2013）の 20 項目の合計得点
を，③の尺度には，大石（2009）の 5 項目の合計得点を利用した．勉強ネットワークの機能とし
て想定される変数として，各調査期間における，①平日の勉強時間，②休日の勉強時間，③学習
の内発的動機づけ因子（例：知識や能力が身につくのが楽しいから），④学習の外圧による動機
づけ因子（例：親がうるさいから），⑤学習の規範的動機づけ因子（例：しなければならないよ
うになっているから），⑥学習の将来のため動機づけ因子（例：就職試験や職業にとって必要だ
から）の 6 変数を利用する．なお，③～⑥の尺度は，大学生の学習動機付け尺度（岡田・中谷 
2006）の 34 項目を測定して，当該先行研究通りに因子分析（プロマックス回転，4 因子，OLS
法）を実行した結果（下位 4 尺度の各合計得点）から作成した． 
統制変数は，各社会関係資本に影響を及ぼしうる，①ネットワークメカニズム（密度，相互性，

推移性），②本人のジェンダーとつながった者同士のジェンダーの同類性，③つながった者同士
の出身都道府県の同類性，④高校入学時の偏差値（本人，つながった相手，双方の類似性），⑤
つながった者同士が同じ高校出身か否か，⑥つながった者同士が 1 年時の基礎ゼミ（春および秋
学期それぞれ）で同じクラスだったか否か，を用いる． 
 
４．研究成果 
以下に SAOM のおもな分析結果を記す（統制変数の効果については，省略）．なお，全 SAOM

のモデル適合度は，診断基準（Ripley et al. 2023）を満たしていた． 
(1) 相談ネットワークと主観的健康との間の循環的相互メカニズムの分析 
健康状態の異なる学生同士が，相談ネットワークを形成しやすい一方で，相談ネットワークに

よる健康状態への影響は観察されなかった．なお，もともと健康状態がよい学生ほど，次の調査
時点において，健康状態を高めることがわかった．すなわち，相談ネットワークの形成が健康状
態を改善するのではなく，健康状態の対照的な学生同士が相談ネットワークを作りやすいとい
う，一方向のメカニズムが明らかになった．この知見は，学生同士であっても，相談関係におけ
る健康状態の非対称性が存在することを示唆している． 

 
(2) 相談ネットワークと孤独感との循環的相互メカニズムの分析 
いずれの影響過程も観察されなかった． 
 

(3) 相談ネットワークと人生への満足度との循環的相互メカニズムの分析 
満足度の低い学生ほど，相談ネットワークを形成しやすいことが観察された．すなわち，相談

ネットワークの形成が満足度を改善するのではなく，不満な学生が相談ネットワークを作りや
すいという，一方向のメカニズムが明らかになった．この知見は，人生に不満な学生が，その状
態を解消・共感してもらうことを目的として，相談ネットワークを作ることを示唆している． 

 
(4) 学習ネットワークと平日の勉強時間との循環的相互メカニズムの分析 
いずれの影響過程も観察されなかった． 
 

(5) 学習ネットワークと休日の勉強時間との循環的相互メカニズムの分析 
いずれの影響過程も観察されなかった． 
 

(6) 学習ネットワークと学習の内発的動機づけ因子との循環的相互メカニズムの分析 
いずれの影響過程も観察されなかった． 
 

(7) 学習ネットワークと学習の外圧による動機づけ因子との循環的相互メカニズムの分析 
他者による学習外圧の少ない学生ほど，勉強ネットワークを形成しやすいことが観察された．

すなわち，勉強ネットワークの形成が外圧による動機づけに作用するのではなく，学生本人を取
り巻く様々な他者から勉強を強要されないほど，当該学生は自発的に勉強ネットワークを作り
やすいという，一方向のメカニズムが明らかになった．逆を言えば，周囲の他者からの勉強の強
要は，学生本人の勉強ネットワーク形成を阻害することを示唆している． 

 
(8) 学習ネットワークと学習の規範的動機づけ因子との循環的相互メカニズムの分析 
いずれの影響過程も観察されなかったものの，もともと規範的動機づけが中程度の学生（二乗

項における負の効果）は，次の調査時点において，規範的動機づけを高めることがわかった． 
 

(9) 学習ネットワークと学習の将来のため動機づけ因子との循環的相互メカニズムの分析 
いずれの影響過程も観察されなかった． 



・本稿の検証課題に対する知見のまとめ 
社会関係資本の構成要素－機能間の循環的相互作用メカニズムについて，相談ネットワーク

とその機能，および，学習ネットワークとその機能との間の関係を SAOM から分析した結果，
ネットワークと機能間の双方向の影響メカニズムではなく，機能がネットワークの形成を促す
という，一方向の影響メカニズムが観察された．とくに，本稿で得られた相談ネットワークに関
する知見は，従来の知見（相談ネットワークが健康や満足度を高めるという社会的影響）に反す
る点で，意義がある．本稿では，相談ネットワークの社会的影響ではなく，それとは逆の因果メ
カニズムである，本人や関係を取り結ぶ者同士の状態が相談相手を決めるという選好メカニズ
ムが優勢である点が実証された． 
しかしながら，現時点における本成果報告書の知見には，いくつかの限界がある．第１に，上

記 SAOM の結果は，シンプルな変数の効果のみを検証したに過ぎない点である．それゆえ，今
後，複数のネットワーク効果や交互作用効果を含めたモデリングの結果を，確認する必要がある．
第２は，上記の分析は，欠測サンプルを除外したものであるため，今後，多重代入法を用いた複
数データによる検証が求められる．第３は，利用可能な機能指標の限界である．今回検討した機
能指標の多くは，一方向の影響メカニズムすら観察されなかった．しかしながら，大学生におけ
る相談・学習ネットワークの機能には，他の指標候補も考えられる．ゆえに，今後は，異なる機
能指標も利用したうえで，知見を蓄積することが求められる．今後は，以上の限界に対処しつつ，
本研究で得られたより頑健な知見を学術誌に投稿する． 
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